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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データオブジェクト消費者にコンテンツを提供するための方法であって、
　オブジェクト識別器と、アクション識別モジュールと、アクション提示モジュールとを
備えた企業システムの関連アクションサーバーにおいて、
　前記オブジェクト識別器によって、
　ソフトウェアアプリケーションのコンテキストの中から識別可能なデータオブジェクト
についてのリクエストを受信するステップと、
　前記リクエストを解析して、該リクエストに基づいて特定のデータオブジェクトを識別
するステップと、
　前記アクション識別モジュールによって、
　前記リクエストの受信に応答して、前記識別された特定のデータオブジェクトを格納す
る記憶装置をアクセスして、前記リクエストの受信に応答して前記データオブジェクトの
関係メタデータを取得するステップであって、前記関係メタデータは、追加のオブジェク
トと、前記データオブジェクトに関連する関係とを含み、前記追加のオブジェクトは、前
記データオブジェクトの一部ではなく、且つ前記関係メタデータにおいて示される前記関
係に従って前記データオブジェクトと共に前記企業システムにおいて使用されるものであ
るステップと、
　前記リクエストの受信および前記メタデータのアクセスに応答して、前記データオブジ
ェクトおよび前記追加のオブジェクトを一緒に用いて実行すべきビジネスプロセスの関連
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アクションを識別するステップであって、前記関連アクションが、前記ビジネスプロセス
のタスクを遂行するために前記データオブジェクトおよび前記追加のオブジェクトと一緒
に使用可能なものとして前記関係メタデータによって識別されるオペレーションであるス
テップと、
　前記アクション提示モジュールによって、前記リクエストに対する結果の提供に加え、
前記企業システムの一部であるコンピュータ装置のユーザインターフェイスにおいて、企
業サービスを前記データオブジェクト消費者に対する提示として提供するステップと
　を含み、
　前記企業サービスは、前記リクエストを発する前記ソフトウェアアプリケーションのコ
ンテキスト内に備えられ、
　前記企業サービスは、前記データオブジェクトおよび前記追加のオブジェクトと共に前
記識別された関連アクションを実行して前記タスクを遂行するために、前記追加のオブジ
ェクトに対するアクセスと、前記識別された関連アクションに対するアクセスとを提供す
るものである方法。
【請求項２】
　前記リクエストを受信するステップは、
　特定のパラメータを有するオブジェクトについての検索クエリーを受信するステップと
、
　前記検索クエリーの受信に応答して、前記特定のパラメータと統計的に一致するパラメ
ータを有する前記特定のデータオブジェクトを識別するステップと
　を更に含む請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記リクエストを受信するステップは、
　作業環境のソフトウェアアプリケーションが前記データオブジェクトに対するアクセス
をリクエストすることを判定するステップを含む請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記ビジネスプロセスのアクションを識別するステップは、
　前記リクエストのコンテキストに基づき前記ビジネスプロセスのアクションを識別する
ステップを含む請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記リクエストのコンテキストに基づき前記ビジネスプロセスのアクションを識別する
ステップは、
　関連性データベースに格納された関連性データに基づき前記アクションを識別するステ
ップを更に含む請求項４記載の方法。
【請求項６】
　前記リクエストのコンテキストに基づき前記ビジネスプロセスのアクションを識別する
ステップは、
　前記データオブジェクトの特定のインスタンスに対するリクエストを生成したリクエス
ト者の関係に基づき前記アクションを識別するステップを更に含む請求項４記載の方法。
【請求項７】
　前記リクエストのコンテキストに基づき前記ビジネスプロセスのアクションを識別する
ステップは、
　前記リクエストを生成したリクエスト者のロールに基づき前記アクションを識別するス
テップを更に含む請求項４記載の方法。
【請求項８】
　前記リクエストのコンテキストに基づき前記ビジネスプロセスのアクションを識別する
ステップは、
　前記データオブジェクトのタイプに基づき前記アクションを識別するステップを更に含
む請求項４記載の方法。
【請求項９】
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　前記リクエストのコンテキストに基づき前記ビジネスプロセスのアクションを識別する
ステップは、
　前記データオブジェクトの特定のインスタンスの特性に基づき前記アクションを識別す
るステップを更に含む請求項４記載の方法。
【請求項１０】
　前記リクエストのコンテキストに基づき前記ビジネスプロセスのアクションを識別する
ステップは、
　前記リクエストが生成されたところの作業環境コンテキストに基づき前記アクションを
識別するステップを更に含む請求項４記載の方法。
【請求項１１】
　前記リクエストのコンテキストに基づき前記ビジネスプロセスのアクションを識別する
ステップは、
　前記リクエストが受信されたところのチャンネルを判定するステップと、
　判定されたチャンネルに基づき前記アクションを識別するステップと
　を更に含む請求項４記載の方法。
【請求項１２】
　プロセッサに動作を実行させるための命令が格納されたコンピュータ読取可能な記録媒
体であって、
　前記命令は、前記プロセッサを、オブジェクト識別器、アクション識別モジュール、お
よびアクション提示モジュールとして機能させるものであり、
　前記動作が、
　前記オブジェクト識別器によって、ソフトウェアアプリケーションのコンテキスト内で
作業環境の特定のデータオブジェクトを識別するステップであって、前記作業環境は、前
記データオブジェクトをアクセスするために利用可能なファンクションおよび承認を含む
ものであるステップと、
　前記アクション識別モジュールによって、
　前記データオブジェクトに関連する関係メタデータをアクセスするステップであって、
前記関係メタデータは、追加のオブジェクトと、関係とを示すものであり、前記追加のオ
ブジェクトは、前記データオブジェクトの一部ではなく、且つ前記作業環境が一部をなす
企業システムにおける前記関係メタデータにおいて示される前記関係に従って前記データ
オブジェクトと共に使用されるものであるステップと、
　前記関係メタデータにおいて示されるビジネスプロセスのアクションを識別するステッ
プであって、前記識別は、前記作業環境のコンテキストに基づくものであり、前記アクシ
ョンは、前記ビジネスプロセスのタスクまたは関連ビジネスプロセスのタスクを遂行する
ために、前記追加のオブジェクトと一緒に前記データオブジェクトを使用して実行される
べきオペレーションであり、前記アクションは、前記データオブジェクトおよび前記追加
のオブジェクトと共に使用可能なものとして前記関係メタデータによって識別されるもの
であるステップと、
　前記アクション提示モジュールによって、前記データオブジェクトに対するアクセスの
提供に加え、前記データオブジェクトおよび前記追加のオブジェクトと共に前記識別され
た関連アクションを実行するために、前記作業環境における前記データオブジェクトの消
費者に、前記識別されたアクションをアクセスするための企業サービスを提供するステッ
プであって、前記企業サービスが、前記データオブジェクトおよび前記追加のオブジェク
トと共に前記識別されたアクションを実行して前記タスクを遂行するために、前記追加の
オブジェクトに対するアクセスと、前記ビジネスプロセスの前記識別されたアクションに
対するアクセスとを提供するものであるステップと
　を含むコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項１３】
　前記作業環境のデータオブジェクトを識別するための命令を提供するコンテンツは、検
索クエリーに応答して検索結果として生成されたデータオブジェクトを識別するための命
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令を提供するコンテンツを含む請求項１２記載のコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項１４】
　前記作業環境のコンテンツに基づき前記アクションを識別するための命令を提供するコ
ンテンツは、少なくとも、リクエスト者のビジネスロール、前記データオブジェクトのタ
イプ、リクエスト者に対する前記データオブジェクトのインスタンスの関係、前記リクエ
ストのソースチャンネルのうちの一つに基づき前記アクションを識別するための命令を提
供するコンテンツを含む請求項１２記載のコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項１５】
　関連アクションサーバーであって、
　命令を格納するメモリ装置を備え、
　前記命令は、オブジェクト識別器と、アクション識別モジュールと、アクション提示モ
ジュールとを規定するものであり、
　前記オブジェクト識別器は、作業環境内からリクエストされた特定のデータオブジェク
トを識別するものであって、前記作業環境は、前記データオブジェクトをアクセスするた
めに利用可能なファンクションおよび了承を含み、
　前記アクション識別モジュールは、
　追加のオブジェクトと、関係とを示す前記データオブジェクトに関連する関係メタデー
タをアクセスし、ここで、前記追加のオブジェクトは、前記データオブジェクトの一部で
はなく、且つ前記関係メタデータにおいて示される前記関係に従って、前記作業環境が一
部をなす企業システムにおいて前記データオブジェクトと共に使用され、
　前記作業環境のコンテキストに基づいて、前記関係メタデータにおいて示されるビジネ
スプロセスのアクションを識別し、ここで、前記アクションは、前記ビジネスプロセスの
タスクまたは関連ビジネスプロセスのタスクを遂行するために、前記追加のオブジェクト
と一緒に前記データオブジェクトを使用して実行されるオペレーションであり、前記アク
ションは、前記データオブジェクトおよび前記追加のオブジェクトと共に使用可能なもの
として前記関係メタデータによって識別されるものであり、
　前記識別されたデータオブジェクトに関連する前記識別されたアクションをアクセスす
るための企業サービスを提供し、ここで、前記企業サービスは、前記データオブジェクト
および前記追加のオブジェクトと共に前記識別されたアクションを実行して前記タスクを
遂行するために、前記追加のオブジェクトに対するアクセスと、前記ビジネスプロセスの
前記識別されたアクションに対するアクセスとを提供するものであり、
　前記アクション提示モジュールは、
　共通の作業コンテキスト内の前記アクションおよび前記データオブジェクトに、前記デ
ータオブジェクトの消費者に対するアクセスを提供するために、前記作業環境内で前記ア
クションを提示するものであり、
　プロセッサが前記命令を実行して前記関連アクションサーバーを実施する関連アクショ
ンサーバー。
【請求項１６】
　前記メモリ装置は、
　前記識別されたデータオブジェクトに関連する前記作業環境のコンテキストを判定する
コンテキスト判定モジュールを規定する命令を更に備え、
　前記アクション識別モジュールは、前記判定されたコンテキストに基づき前記識別され
たデータオブジェクトに関連する前記アクションを更に提供する請求項１５記載の関連ア
クションサーバー。
【請求項１７】
　前記コンテキスト判定モジュールは、前記作業環境のコンテキストが、少なくとも、リ
クエスト者のビジネスロール、前記データオブジェクトのタイプ、リクエスト者に対する
前記データオブジェクトのインスタンスの関係、前記リクエストのソースチャンネルのう
ちの一つであると判定する請求項１６記載の関連アクションサーバー。
【請求項１８】
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　前記データオブジェクトを識別するステップは、更に、
　前記検索クエリーの実施と並行して、前記特定のデータオブジェクトを識別すると共に
前記関連アクションを識別するステップを含む請求項２記載の方法。
【請求項１９】
　前記検索結果として生成される前記データオブジェクトを識別するための前記命令を提
供する前記コンテンツは、更に、
　前記検索クエリーの実施と並行して、前記特定のデータオブジェクトを識別すると共に
前記関連アクションを識別するための命令を提供するためのコンテンツを含む請求項１３
記載のコンピュータ読取可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モデル化されたソフトウェアアプリケーションに関し、更に詳しくは、リク
エストされたデータオブジェクトに関連するビジネスプロセスアクションを提示するサー
バーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ビジネスコンテキスト(business context)において、ユーザーは、通常、情報を何とか
するという状況(context)で情報を検索する。単に情報自体に関心があるというよりは、
ビジネスコンテキストにおけるユーザーは、ビジネスプロセスタスク(business process 
task)の１又は２以上のアクションに関する情報を探す。加えて、ビジネスコンテキスト
における作業(work)は、単に情報よりも、ビジネスオブジェクトの使用、またはビジネス
の目的を有するデータオブジェクトに焦点を当ててもよい。従来の検索アルゴリズムは、
通常、ビジネスオブジェクトに対する検索を対象とすることと、検索結果に関する作業を
実施するのにユーザーが欲する資源を提供することの両方の観点で、ビジネスオブジェク
トを取り扱うには不十分である。
【０００３】
　上記検索シナリオに加え、従来の作業コンテキストは、“目前の課題(task at hand)”
に焦点を当てる傾向がある。特定のタスクに焦点を当てることはいくらかの利益を提供す
ることができるが、それは、ユーザーが達成しようとしている事柄の領域の観点で、制限
的であり得る。従来のアプリケーション及びビジネスオブジェクトは、任意のコンテキス
トの枠内からユーザーがいっそう生産的になることを可能にするユーザーへの選択肢を提
供するための適切なメカニズムを提供することができない。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本方法及び装置は、データオブジェクトに関連するアクションを提供することを可能に
する。関連アクションを提供するデータオブジェクトが識別される。データオブジェクト
は、検索クエリーとともに識別され、及び／又は、アプリケーションにおいてアクセスが
リクエストされるデータオブジェクトを識別することにより、識別されることができる。
一実施形態において、関連アクションは、データオブジェクトがインスタンス化された作
業環境のコンテキストに基づき識別される。作業環境のコンテキストは、リクエスト者(r
equestor)のビジネスロール(business role)、リクエストされたオブジェクトのタイプ、
オブジェクトの特定のインスタンス、上記特定のインスタンスに対するリクエスト者の関
係、リクエストが受信されたチャンネルなど、或いはその組合せのうちの任意のものを含
んでもよい。識別された関連アクションは、データオブジェクトの消費者に提供される。
そして、データオブジェクトの消費者は、上記関連アクションをアクセスして、データオ
ブジェクトに関連する追加の動作を実施することができる。
【０００５】
　次の記述は、本発明の実施形態の一例として与えられる種々の図面の説明を含む。図面



(6) JP 5160840 B2 2013.3.13

10

20

30

40

50

は、一例に過ぎず、本発明の制限を意図するものではない。
【０００６】
　図１は、ランタイム及びデザインタイムコンポーネントを備えたアプリケーションフレ
ームワークの実施形態のブロック図である。
【０００７】
　図２は、複合アプリケーションアーキテクチャの一実施形態のブロック図である。
【０００８】
　図３は、オブジェクトについての関連性情報をアクセスする関連アクションサーバーの
一実施形態のブロック図である。
【０００９】
　図４は、検索アーキテクチャにおける関連アクションサーバーの一実施形態のブロック
図である。
【００１０】
　図５は、コンテンツに対するリクエストに応答してコンテンツを提供するコンテンツマ
ネージャの一実施形態のブロック図である。
【００１１】
　図６は、関連アクションサーバーの一実施形態のブロック図である。
【００１２】
　図７は、関連アクションコンテンツを提供するためのプロセスの一実施形態のフロー図
である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本明細書では、１又は２以上の「実施形態(embodiments)」に関する言及は、本発明の
少なくとも一つの実施に含まれる特定の特徴、構造、または特性を記述するものとして理
解されるべきである。本明細書に現れる「一実施形態において」または「他の実施形態に
おいて」という表現は、本発明の種々の実施形態および実施を記述するものであり、必ず
しも全てが同一の実施形態を指すものではない。しかしながら、それらは、また、必ずし
も相互に排他的でもない。本発明の実施形態を概略的に説明し、その後、図面を参照して
さらに詳細に説明することにより、以下に具体的な詳細および実施について述べる。
【００１４】
　関連アクションサービスは、ビジネスオブジェクトに関連する１又は２以上のアクショ
ン(action)を提供する。本明細書では、ビジネスオブジェクト(business object)は、ビ
ジネスアプリケーション及び／又は目的を有するデータオブジェクト(data object)、及
び／又は、企業または組織体における使用を指す。データオブジェクトは、アプリケーシ
ョンの基本ビルディングブロックであり、他の情報またはファンクションとのやり取り(i
nteraction)またはその使用に関するルール又はパラメータを有するデータを含む。一実
施形態において、データオブジェクトは、データオブジェクトと他のデータオブジェクト
との間、またはデータオブジェクトと特定のビジネスアクションまたはタスクなどとの間
の１又は２以上の関係を示すメタデータを含む。関係データ(relation data)または関連
性情報(relatedness information)は、データオブジェクトと、このデータオブジェクト
が使用される方法との間の任意の関係、または上記データオブジェクトと共に使用され又
は上記データオブジェクトによる影響を受け得る情報を示すことができる。一般に、関連
性情報は、特定のアクションまたはオブジェクトを有する特定のデータオブジェクトの使
用頻度を示す。一実施形態において、メタデータは、他のオブジェクトの識別子を格納す
ることにより関係を示し、またはビジネスプロセス或いはタスクの関係を示す。或いは、
もしくは加えて、メタデータは、関連アクションデータベースまたはルックアップテーブ
ルへのインデックスとして働くデータオブジェクトについての識別子を格納することがで
きる。関連アクションサービスは、メタデータにおいて示されるデータオブジェクトに関
連するアクションを示す。一実施形態において、上記関係(relationships)は、命名(name
d)または識別(identified)されることができ、そして、データオブジェクトと関連アイテ
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ムとの間の各方向において命名されてもよい。上記関係の命名は、関連アクションサーバ
ーがクエリーに対する関係をマッピングするメカニズムを提供することができる。例えば
、“John Smith”についてのオブジェクトは、関連性フィールド“managed by=Jane Doe
”及び／又は
フィールド“manages=David Johnson”を有することができる。
【００１５】
　一実施形態において、関連アクションサービスは、関連アクションサーバーによって提
供される。関連アクションサーバーは、１又は２以上の実施における関連アクションサー
ビスを提供する。例えば、関連アクションサーバーは、検索サービスと連動して、クエリ
ーに戻される１又は２以上のデータオブジェクトについての関連アクションを提供するこ
とができる。他の例では、関連アクションサーバーは、作業環境におけるアクティブデー
タオブジェクト(active data object)についての関連アクションを識別することができる
。アクティブデータオブジェクトは、実施すべきタスクまたはアプリケーション（例えば
、複合アプリケーション）の一部としてユーザーに提供されるデータオブジェクトを指す
。作業環境は、ユーザーに利用可能なアプリケーション、ファンクション(function)、承
認(permission)を指す。従って、関連アクションサーバーは、検索サービスに追加のコン
テンツを提供するように作動し、そして作業環境のコンテキスト内のデータオブジェクト
をアクセスするユーザーに、提示されたコンテンツ(suggested content)を提供すること
ができる。関連アクションサーバーは、データオブジェクトとアクションとの間の関係の
識別に応答して関連アクションコンテンツを提供することができる。関連アクションは、
アクションをアクセスするための能力を提供するために与えられる。
【００１６】
　関連アクションサーバーは、特定のデータオブジェクトと関連する関連性情報をアクセ
スし、そして、データオブジェクトがアクティブであるところのコンテキストに関連アク
ションを選択的に提供してもよい（例えば検査の結果として、アクセスされたデータオブ
ジェクトとして）。一実施形態において、関連アクションサーバーは、少なくとも部分的
に、作業環境の１又は２以上のコンテキストの特性を示すコンテキスト認識情報(context
ual awareness information)に基づいて選択的に関連アクションを提供する。コンテキス
ト特性は、リクエストまたは作業環境に関連するビジネスロール、オブジェクトのタイプ
、特定のオブジェクトインスタンスの特性、オブジェクトインスタンスに対するデータオ
ブジェクトリクエストまたはクエリーの関係、作業コンテキスト、リクエストまたはクエ
リーが受信されるところのチャンネル（このチャンネルからリクエストまたはクエリーが
受信される）などの中の１又は２以上を含んでも良い。一実施形態において、関連アクシ
ョンサーバーは、全ての関連アクションをアクセスし、上記コンテキスト特性に基づきア
クションをフィルタリングする。上記コンテキストの特性に基づきフィルタリングされた
任意の関連アクションは提示されず、またはそれらは提示されてもよいが、それらに対す
るアクセスは拒否される。他の実施形態において、アクションは、コンテキストの特性に
基づきアクセスされ、関連のあるアクションのみがアクセスされる。
【００１７】
　関連アクションサーバーを通じて、システムは、コンテキスト上の認識している検索結
果を提供することができる。検索結果は、１又は２以上のオブジェクトに関して実施され
るアクションに対するアクセスを含むことができる。加えて、システムは、データオブジ
ェクトに関連するアクションに対するアクセスを可能にする作業環境内の提示アクション
(suggested action)を提供することができる。
【００１８】
　上述したように、関連アクションサーバーは、オブジェクトアクセスまたは検索クエリ
ーのコンテキストに基いて関連アクションコンテンツを提供することができる。コンテキ
スト特性は以下で更に詳細に説明される。ビジネスロールは、組織体内での責務または立
場（例えば、支援者、販売員、マネージャ、顧客、サプライヤー）を指す。例えば、サポ
ート役の人は、問題(problems)またはエスカレーション(escalation)についての情報に関
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心を持ってもよく、それは、役割(role)に関連するシステムに対して提供されることがで
きる。他の実施形態では、マネージャが、そのマネージャの下で働く従業員を表すオブジ
ェクトをアクセスまたは検索すれば、“給与増加”についての関連アクションが提供され
てもよい。しかしながら、このような関連アクションは、サプライヤー役または消費者役
から発生されるクエリーに対しては提示されない。
【００１９】
　オブジェクトのタイプに関し、上記の例におけるマネージャは、検索されている顧客の
オブジェクトタイプについて“給与増加”アクションを受信しない。従って、このマネー
ジャは、従業員のオブジェクトタイプについての“給与増加”に対する関連アクションを
受信すると共に、顧客のオブジェクトタイプについてのものは受信しない。
【００２０】
　特定のオブジェクトインスタンスに関し、特定のオブジェクトインスタンスの特性は、
関連アクションを提供するために使用される情報を提供することができる。例えば、通常
、従業員オブジェクトはタスクを割り当てるための候補であってもよい。従って、上記従
業員に関連するビジネスオブジェクトを割り当てること、通常、従業員にプロジェクトを
割り当てるための関連アクションは、利用可能であってもよい。しかしながら、特定の従
業員の場合には、おそらく、この従業員は有給休暇中であり、そして、この特定の従業員
はその割り当てについて利用できない。従って、関連アクションサーバーは、この特定の
オブジェクトインスタンスについてはこのような関連アクションを提示しなくてもよい。
【００２１】
　オブジェクトインスタンスに対するデータオブジェクトリクエストまたはクエリーの関
係に関し、データオブジェクトリクエストまたはクエリーのソースとオブジェクトインス
タンスとの間の関係は、関連アクションについての他のフィルターを提供することができ
る。例えば、マネージャは、そのマネージャの下で働いている従業員に関する“給料の増
加”についての関連アクションを提示されてもよい。しかしながら、マネージャが、その
マネージャの下ではない従業員を示すオブジェクトをアクセスすれば、“給料の増加”ア
クションは提示されない。一人の従業員に対するマネージャの関係は、他の従業員に対す
るマネージャの関係が存在しないところのマネージャの関係である。
【００２２】
　作業コンテキストに関し、関連アクションは、また、クエリーが発生された作業コンテ
キストに関連する。例えば、予算ワークシートのコンテキスト内で、特定のオブジェクト
に対するアクセスは、プロジェクトステータスレポートのコンテキスト内のそのオブジェ
クトに対するアクセスとは異なる関連アクションを発生させるであろう。
【００２３】
　異なるチャンネルに関し、関連アクションは、或るチャンネル上で利用可能であり、他
のチャンネル上では利用可能でなくてもよい。本明細書では、チャンネルは、アクセスが
なされるところのインターフェイス（例えば、ラップトップ、携帯装置、ボイス、無線コ
ネクション上、安全なチャンネル上など）を指し、このインターフェイスからアクセスが
なされる。例えば、セキュリティ上の理由で、または単に実際上の理由で、或るアクショ
ンは或るチャンネルには利用できないが、それらは他のチャンネル上で利用可能である。
例えば、“フォード製品(Product Ford)”についてのクエリーは、“製品ダイアグラムを
見る”についての関連アクションを提供し、それは、ボイスチャンネルを通じては利用で
きないが、他のチャンネルを通じて利用可能である。
【００２４】
　コンテンツのエレメントの上記記述は、完全(exhaustive)なリストを示すものではなく
、また包括的(inclusive)なリストを示すものでもない。各エレメントは、関連アクショ
ンコンテンツを提供する方法を決定するために関連アクションサーバーによって独立的に
使用されることができる。独立的にコンテキストの各エレメントを使用することに加えて
、関連アクションサーバーは、任意の組合せで、上述した複数のコンテキストエレメント
に基づき関連アクションを提供することができる。加えて、上記関連アクションについて
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の使用シナリオは、デスクトップの企業シナリオに限定されない。関連アクションは、企
業ソフトウェア（例えば、企業複合アプリケーション）を実行する企業システムに接続さ
れた装置に適用されることができるのみならず、企業拡張（例えば、オフィスソフトウェ
ア環境のためのビジネスプロセス拡張を提供する、ドイツ・ウォルドルフのＳＡＰ　ＡＧ
とともに、ワシントン・レドモンドのマイクロソフト（登録商標）コーポレーションから
提供されているＤＵＥＴ）を支援する環境や、企業から時折切り離される環境（例えば、
ＳＡＰ　ＡＧから利用可能なＭＯＢＩＬＥ）、或いは他のシナリオに適用されることがで
きる。一実施形態において、関連アクションは、作業センターまたは作業活動／タスクダ
ッシュボードのコンテキストにおいて、関連または提示アクションをユーザーに利用可能
にするための作業センター環境に適用される。
【００２５】
　関連アクションサーバーは、多様に実施されることができる。一実施形態において、関
連アクションサーバーは、検索サービスラッパー(search service wrapper)において、ま
たは１又は２以上の異なる検索サービルからのコンテンツを管理するマネージャまたはサ
ービスにおいて実施される。一実施形態において、関連アクションサーバーは、検索及び
／又はデータオブジェクトリクエストをモニタ及び／又は受信するスタンドアローン装置
に具現化される。このような実施は、関連アクションサーバーを企業サーバーのデータオ
ブジェクトサーバーとともに動作させることに提供することを含むことができる。一実施
形態において、関連アクションサーバーは、移動端末装置と接続するインターフェイスに
おけるエージェント、及び／又はオフィスソフトウェアサイトのビジネスプロセス拡張に
おけるエージェントとして実施される。
【００２６】
　一実施形態において、検索が実施され、そして、パーサー(parser)が検索クエリーの受
信に応答して検索サービスを呼び出すときに、検索サービスは、複数の潜在的な検索サー
ビスとの間でのクエリーの供給およびコンテンツの受信を調整するサービスラッパー(ser
vice wrapper)である。パーサーは、また、関連アクションサーバーを呼び出すこともで
きる。関連アクションサーバーは、１又は２以上の検索サービスと並行して動作すること
ができる。一実施形態において、関連アクションサーバーは、クエリー／リクエストのコ
ンテキストを考慮することなく、単に、データオブジェクトリクエストまたは検索クエリ
ーの主部(subject)であるデータオブジェクトに関連するアクションを提供する。一実施
形態において、コンテキストが考慮される。関連アクションサーバーは、検索が完了した
後に（即ち、並列ではなく）動作することができ、そして、検索結果のコンテンツを受信
し、そして関連アクションコンテンツを有する結果を強化(enhance)することができる。
検索クエリーに応答して生成される最終的な出力ストリームは、出力ストリームの各エレ
メントについて関連アクションを記述するメタデータを含むことができ、それは、検索出
力フォーマッターによって解釈(interpret)される。このフォーマッターは、例えば、特
定のコンテンツ及び／又は関連アクションを除去(stripping out)することにより、出力
ストリームの追加のフィルタリングを提供することができる。
【００２７】
　一実施形態において、検索サービスは、関連アクションサーバーおよび広告サービスを
利用する（詳細については後述する）。広告サーバーとともに、関連アクションサーバー
は、様々に実施されてもよい。クエリーが受信され検索される。その検索の後、一実施形
態において、関連アクションサーバーは、アクションを検索結果と関連づけ、そして広告
サーバーが広告を提供する。或いは、広告サーバーは、検索結果に広告を提供し、そして
関連アクションサーバーはその結果を伝える。第１実施形態において、広告サーバーは、
関連アクションサーバーによって提供された追加のコンテンツを強化し、そして識別され
た関連アクションに関連する広告を提供してもよい。第２実施形態において、関連アクシ
ョンサーバーは、広告サーバーによって提供された追加のコンテンツを強化し、そしてそ
の広告と関連する関連アクションを提供してもよい。他の実施形態において、関連アクシ
ョンサーバーおよび広告サーバーは並列動作する。
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【００２８】
　一実施形態において、関連アクションサーバーは、関連アクションが追加のコンテンツ
であることを示し、またはフラグで知らせる。ビジュアライザー(visualizer)にコンテン
ツを準備して提示するフォーマッターは、結果出力を、その出力上でクラスター化された
関連アクションと共にフォーマットすることができる。従って、その結果は、ディスプレ
イの一つのセクションにおいて提供され、そして、関連アクションは、出力ディスプレイ
の他のセクションにおいてクラスター化される。
【００２９】
　図１は、ランタイムおよびデザインタイムコンポーネントを有するアプリケーションフ
レームワークの一実施形態のブロック図である。概して、複合アプリケーションフレーム
ワーク１００は、基本的な企業ベースシステム１８０を利用し強化し、それは、オペレー
ションを実行するためのファンクション及び／又はデータの１又は２以上のエレメントを
含むことができる。複合アプリケーションフレームワーク１００は、複合アプリケーショ
ンを生成するのに用いる構成を備え、それは、モデル化／生成されたソフトウェアである
。複合アプリケーションは、半構造(semi-structured)のプロセスを支援してもよく、イ
ベントドリブンおよび知識ベースのビジネスシナリオを処理してもよく、及び／又は、共
同動作を支援してもよい。一実施形態において、複合アプリケーションはＪＡＶＡ（登録
商標）スタック(stack)を支援する。複合アプリケーションは、種々の部分に分解されて
もよく、そのそれぞれは、個別に生成され／モデル化されてもよい。複合アプリケーショ
ン部分は、一実施形態において、Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ　Ｊａｖａ（登録商標）　Ｂｅａ
ｎｓ（ＥＪＢｓ）として実施されてもよく、他の実施形態では、デザインタイムコンポー
ネントは、Ｊ２ＥＥ，ＡＢＡＰ，．ＮＥＴのような、異なるプラットフォームにランタイ
ム実施を生成するための能力を備えてもよい。一実施形態において、複合アプリケーショ
ンフレームワーク１００は、ＳＡＰ　ＡＧから利用可能な複合アプリケーションフレーム
ワーク（ＣＡＦ）である。
【００３０】
　複合アプリケーションフレームワーク１００は、通常、基本的な企業プラットフォーム
からアプリケーションを切り離すことにより既存のシステム環境内で複合アプリケーショ
ンが動作することを可能にする。基本的な企業プラットフォームからアプリケーションを
切り離すことは、中央インターフェイスを介してバックエンドシステムに対する通信を提
供すること、およびバックエンド独立なオブジェクトモデルを提供することを含んでも良
い。複合アプリケーションフレームワーク１００は、デザインタイムコンポーネント１０
２およびランタイムコンポーネント１０４を含む。デザインタイムコンポーネント１０２
は、複合アプリケーションを生成するために用いられるモデリングコンポーネントと、モ
デルを生成するための１又は２以上のメカニズムを含む。通常、デザインタイムコンポー
ネント１０２は、ランタイムコンポーネント１０４によって実行される複合アプリケーシ
ョンの開発に関与する。
【００３１】
　デザインタイムコンポーネント１０２は、プロセスモデラー１１０、ＵＩモデラー１２
０、サービスモデラー１３０を備える。これらのモデラーは、必ずしも別体の装置である
必要はないが、そうであってもよい。さらに、追加のモデリングツールがデザインタイム
コンポーネント１０２内に備えられてもよい。通常、モデラーは、ビジネスオブジェクト
、ビジネスサービス、ビジネスプロセス、ユーザーインターフェイスなどを統合すること
を可能にする。プロセスモデラー１１０は、１又は２以上のアクション１１２を生成する
能力を備え、アクション１１２は、プロセスの種々のフェーズを表す。各アクション１１
２は、アクション１１２の作業を表す関連オペレーションまたはオペレーション（複数形
）を有する。アクション１１２は、生成されたアクティビティ(activity)の一部、または
動作(operation)の実施においてユーザーとのやり取りを提供するガイドされたプロシー
ジャの一部であってもよい。アクション１１２がガイドされたプロシージャの一部である
一実施形態においては、プロセスモデラー１１０は、ガイドされたプロシージャを実行す
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るための各アクション１１２を有する情報を備える。
【００３２】
　プロセスモデラー１１０は、また、コンテキスト１１４を含み、それは、企業システム
に関するプロセスに認識(awareness)を提供し、そのプロセスはその企業システムにおい
て稼動している。ファンクションが、企業システムを理解しないアプリケーションから使
用される場合、プロセスモデラー１１０は、そのファンクションをメタデータにラップ(w
rap)して、そのファンクションをシステムに組み込む。
【００３３】
　ユーザーインターフェイス（ＵＩ）モデラー１２０は、ユーザーインターフェイスを生
成し、複合アプリケーションフレームワーク１００と共に生成される複合アプリケーショ
ンを通じてアクセスされることができるデータ／プロセスのビュー(view)を提供する能力
を備える。ＵＩモデラー１２０は、データに関する多数のビュー１２２のうちの何れかを
生成することができる。一実施形態において、標準ビューまたはパターンは、開発される
各アプリケーションのために使用される。ユーザーインターフェイスは、テンプレートか
らの或るエレメントを含んでも良い。従って、ユーザーインターフェイスは、或る共通の
コンポーネントを備ると共に、複数のアプリケーションにわたって親しみのある外観(loo
k)と感覚(feel)を提供してもよい。或るビューは、アプリケーションが実行される環境に
依存する。ビュー１２２は、アプリケーションに関連するアクティビティ(activity)と、
認証(authorization)と、ロール(role)に基いて動的にビューを生成する能力を備えても
よい。ＵＩモデラー１２０のパターンコンフィグレーション１２４は、テンプレートおよ
び標準ＵＩコンポーネントの使用を可能にする。
【００３４】
　サービスモデラー１３０は、複合アプリケーションがデータをアクセスすることを可能
にする。データオブジェクトはサービスを介してアクセスされる。従って、サービスモデ
ラー１３０は、サービス指向のモデルを提供し、このモデルを通じてデータがアクセスさ
れる。一実施形態において、サービスモデラー１３０は、企業サービスアーキテクチャ(E
nterprise Service Architecture; ESA）を提供し、そこでは、アプリケーションは、モ
デルドリブンのアーキテクチャよりもむしろ、サービスドリブンのアーキテクチャを通じ
て開発される。サービスドリブンのアーキテクチャは、データとのやり取り(interaction
)を提供する呼び出し可能なサービスに対するアクセスを提供する。サービスモデラー１
３０は、サービス１３２を含み、それは、提供される１又は２以上のサービスを表す。サ
ービス１３２は、ガイドされたプロシージャ、オブジェクトモニタリング、スタンドアロ
ーンアクション、プログラムまたはファンクションなどを含んでもよいが、それに限定さ
れない。サービスモデラー１３０のエンティティ１３４は、ウェブサービス、または企業
内のサービスをアクセスするために生成されたコンポーネントを提供する。ここで述べた
ような企業またはウェブサービスは、リクエスト及び／又は入力パラメータ（例えばフラ
イトブッキング）に基づき能力(capability)を提供すると共にアドレス可能(addressable
)であるネットワーク内（企業のネットワーク内、或いはインターネット内）のエンティ
ティを指す。
【００３５】
　ジェネレータ１４０は、モデルをランタイムコンポーネントに変換するための１又は２
以上のコンポーネントを表す。一実施形態において、ジェネレータ１４０は、単一のコン
ポーネントであるが、他の実施形態においては、ジェネレータ１４０は複数のコンポーネ
ントである。
【００３６】
　ランタイムコンポーネント１０４は、デザインタイムコンポーネント１０２でモデル化
されたアイテムのインスタンス化(instantiation)を提供すると共に、種々のフレームワ
ークを含み、そのフレームワーク内でオブジェクトまたはサービスインスタンスが動作す
る。プロセスフレームワーク１５０は、その下でプロセスの１又は２以上のインスタンス
が実行できるフレームワークを表す。例えば、プロセスフレームワーク１５０は、ガイド
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されたプロシージャ１５２、ユニバーサルワークリスト１５４、及び／又はワークフロー
インスタンス１５６を含んでもよい。ガイドされたプロシージャ１５２は、前述したよう
なガイドされたプロシージャのインスタンスを表す。ユニバーサルワークリスト１５４は
、ユーザーに利用可能な全てのワークフローまたはプロセスアイテムのリストを提供する
。ワークフローまたはプロセスは、ワークフロー／プロセスに関するユーザーのリクエス
トされたオペレーションを通じて、及び／又はワークフロー／プロセスに関する責務認証
(responsibility authorization)を有するユーザーを通じてユーザーに利用可能であって
もよい。ユニバーサルワークリスト１５４は、利用可能な各プロセスについてのワークセ
ンターをアクセスするために使用されてもよい。ワークフローインスタンス１５６は、ユ
ーザーのリクエストされた作業を表す１又は２以上のワークフローの例を提供する。ワー
クフローは、ユーザーが実施する１又は２以上のアクションを有してもよい。
【００３７】
　ＵＩフレームワーク１６０は、データおよびプロセスに関するビューを描画する能力を
提供する。一実施形態において、ＵＩフレームワーク１６０は、ユーザーに表示／提示さ
れるコンテンツの動的マネージメントを提供するビューマネージャ（図示なし）を含む。
ＵＩフレームワーク１６０は、ＵＩコンポーネント１６２を含んでもよく、それはユーザ
ーディスプレイの１又は２以上のエレメントを表す。一実施形態において、ＵＩコンポー
ネント１６２は、ウェブブラウザにおいて表示を描画するためのエレメントを含むが、他
の環境を使用することもできる。一実施形態において、セパレートアプリケーションビュ
ーワ(separate application viewer)を使用することができる。ＵＩパターン１６４は、
ユーザーインターフェイスを描画するための標準エレメントおよびパターンを提供する。
ＵＩパターン１６４は、ＵＩコンポーネント１６２を提供してもよい。ＵＩパターン１６
４は、ボタン、リンク、テキストなどを提供する種々のコンポーネント１６２を有するテ
ンプレートであってもよく、それは、生成されるあらゆるアプリケーションに対し標準で
あってもよく、或いは、インスタンス特定のデータで部分的にカスタマイズされてもよい
。
【００３８】
　一実施形態において、ＵＩフレームワーク１６０は動的ビュー１６６を含む。動的ビュ
ー１６６は、１又は２以上の動的コンポーネントを有するビューを表し、ユーザーに提供
されるアプリケーションのコンテンツを変更してもよい。動的ビュー１６６は、ユーザー
の認証の基づいてコンテンツを変更する。コンテンツは、人事構造の変化（例えば、異動
、昇進、解雇）、および基本的データまたはサービスコンテンツの変化を反映するために
動的に変更されることができる。
【００３９】
　サービスフレームワーク１７０は、ユーザーに利用可能なサービスを通じてデータアク
セスを実施する。ユーザーは、１又は２以上のエンティティサービス１７２、アプリケー
ションサービス１７４、ＪＡＶＡ（登録商標）データオブジェクト（ＪＤＯ）サービス１
７６、及び／又は外部サービス１７８に対してアクセスしてもよい。アプリケーションサ
ービス１７４は、複合アプリケーションにローカルなサービス、またはアプリケーション
によって直接的にアクセス可能なサービスを表す。ＪＤＯ１７６は、企業ベースシステム
１８０のオブジェクト保存場所１８２をアクセスすることができる。同様に、企業ベース
システム１８０は、１又は２以上のリモートファンクションコール（ＲＦＣ）１８４、お
よび１又は２以上のウェブサービス１８６を通じてサクセスされるリモートファンクショ
ンを含んでもよい。外部サービス１７８は、リモートエレメント（例えば、ＲＦＣ１８４
およびウェブサービス１８６）をアクセスすることができる。
【００４０】
　メタデータ１０６は、デザインタイムコンポーネント１０２およびランタイムコンポー
ネント１０４によって利用されアクセスされるアクセス／サービスリソース及び／又は１
又は２以上のデータのアブストラクション(abstraction)を表す。メタデータ１０６は、
必ずしも、一つのコンポーネント内のリソースではなく、コンポーネントに利用可能であ
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るのみと理解されるべきでない。メタデータ１０６は、ビジネスオブジェクト、ビジネス
サービス、ビジネスプロセス、及び／又は、他のアプリケーション部分のモデル化及び／
又は実行に使用するための他のアプリケーション部分に関するメタデータを含む保存場所
を提供する。従って、アプリケーション部分は、ローカルデータベース、リモートデータ
ベース、またはその二つの組み合わせにおいてであろうと、データの起源(origin)と同様
に、モデル化されてもよい。一実施形態において、メタデータ１０６のコンテンツは、ア
プリケーション部分の特定の実施を超えて拡張する情報を含む。特定の実施を記述する保
存場所が存在することができ、それは、より多くの一般的な保存場所から埋められてもよ
い。メタデータ１０６は、一般的保存場所情報、特定保存場所情報、または保存場所情報
の組み合わせとして理解されることができる。
【００４１】
　関連アクションサーバ１９０は、アクセスされたオブジェクトについての提示されたサ
ービス(suggested service)を提供するため、及び／又は検索結果を強化するために関連
アクションコンテンツを提供するエージェントまたはモジュールを表す。関連アクション
サーバー１９０は、複合アプリケーションフレームワーク１００の１又は２以上のエレメ
ントを通じて関連アクションを提供する。一実施形態において、関連アクションサーバー
１９０は、複合アプリケーションフレームワーク１００からコンテキスト情報を受信また
は導出して、リクエストされたデータオブジェクトアクセスのコンテキストに基づき関連
アクションコンテンツを選択的に提供する。ランタイムコンポーネント１０４は、モデル
化されたエレメントのインスタンスを生成し、それは、関連アクションサーバー１９０に
よってモニタされてもよい。関連アクションサーバー１９０は、オブジェクト保存場所に
あるデータをアクセスしてもよく、及び／又はその保存場所に情報（即ち、関連性情報）
を書き込んでも良い。
【００４２】
　図２は、複合アプリケーションアーキテクチャの実施形態のブロック図である。複合ア
プリケーション２１０は、本明細書で述べられる任意の実施形態による複合アプリケーシ
ョンまたは複合ビューの一例である。複合アプリケーション２１０は、バックエンドシス
テムのクロスファンクションコンポーネントに対するアクセスを提供するサービス指向の
アーキテクチャで生成される。複合アプリケーション２１０はコンテキストビュー２１２
を含み、それは、基本的アクセスされるシステムコンポーネントが変化するにつれてコン
テンツを変える動的ビューを表し、複合アプリケーションをアクセスするために使用され
ている別のパーミッションに応答してコンテンツを変える。コンテキストビュー２１２は
、ロールおよびワークセンター、複合アプリケーション特定のユーザーインターフェイス
などを含む。動的ビューに関し、特定の認証を用いたユーザーによる起動に応答して、コ
ンテキストビュー２１２は或るコンテキストを表示させてもよい。別の認証を用いた別の
ユーザーによる起動に応答して、または別の認証を用いた同一のユーザーによる起動に応
答して、別のコンテキストが表示されてもよく、または別の可能なアクセスがなされても
よい。
【００４３】
　複合アプリケーション２１０は、複合アプリケーション（ＡＰＰ）オブジェクト２２０
を含み、それは、複合アプリケーション２１０に関連するデータオブジェクトを表す。複
合アプリケーションオブジェクト２２０は、ステータス／アクションマネージメント（Ｍ
ＧＴ）２２２を含み、それは、複合アプリケーションオブジェクト２２０を追跡(track)
するために使用されることができる。ステータス／アクションマネージメント２２２は、
オブジェクトの振る舞いを管理してもよく、複合アプリケーションオブジェクト２２０の
インスタンスと企業プラットフォーム２３０との間の一貫性(consistency)を提供する。
ステータス／アクションマネージメント２２２は、また、複合アプリケーションオブジェ
クト２２０の振る舞いに関する統計(statistics)（即ち、関連性データ）を収集するため
に使用されることができる。一実施形態において、ステータス／アクションマネージメン
ト２２２は、コンテキストビュー２１２に影響を与える。複合アプリケーションオブジェ
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クト２２０は、関連複合アプリケーションエージェント２１４を有し、それは、オブジェ
クト２２０に対する入出力を提供する。一実施形態において、複合アプリケーションエー
ジェント２１４は、複数のエージェントエンティティであり、入力エージェントおよび出
力エージェントであってもよい。加えて、複合アプリケーションエージェント２１４は、
複合アプリケーションオブジェクト２２０との間のクエリーまたはリクエストを提供して
もよい。一実施形態において、複合アプリケーション２１０の各オブジェクトは、個別の
エージェント（単数形）またはエージェント（複数形）を備えてもよい。他の実施形態に
おいて、複合アプリケーションエージェント２１４は、複合アプリケーション２１０と関
連し、そして、複合アプリケーション２１０内の複数のオブジェクトインスタンスについ
てのサービスを提供する。複合アプリケーションエージェント２１４は、以下に説明する
ように、アクションサービス２７２に関連性データを提供することができる。
【００４４】
　企業プラットフォーム２３０は、複数のオブジェクト２４０，２５０、及び／又は図２
に示されていない他のオブジェクトを備えてもよく、そのそれぞれは、インターフェイス
エージェント、具体的には、インターフェイスエージェント２４４，２５４を備えてもよ
い。上記エージェントを通じて、オブジェクト２４０，２５０は、企業プラットフォーム
２３０の他のコンポーネントによってアクセスされ、またはこれをアクセスしてもよい。
オブジェクト２４０，２５０は、また、ステータス／アクションマネージメント２４２，
２５２をそれぞれ含む。オブジェクト２４０，２５０は、特定のインスタンスが複合アプ
リケーション２１０において生成されるところのオブジェクトを表し、このオブジェクト
から特定のインスタンスが生成される。
【００４５】
　企業プラットフォーム２３０は、バックエンド２６０を含み、それは、企業のためのバ
ックエンドコンポーネントを提供する。マックエンド２６０は、フレームワーク２６２を
含んでもよく、それは、複合アプリケーション２１０を生成するために用いられるフレー
ムワークを提供するものとして本明細書で述べられるような複合アプリケーションフレー
ムワークであってもよい。エンジンサービス２６４は、複合アプリケーション２１０を生
成するために利用されるバックエンドサービスを提供する。デペンデントオブジェクト２
６６およびマスターデータオブジェクト２６８は、バックエンド２６０において利用可能
なオブジェクトタイプを表す。
【００４６】
　企業プラットフォーム２３０は、また、アクションサービス２７２を有する企業サービ
ス２７０を含み、それは、複合アプリケーションオブジェクト２２０に関連するアクショ
ンについてのアクションコンテンツを提供することができるサービスを表す。アクション
サービス２７２は、サービス２７４を含み、それは、検索クエリーの受信に応答して検索
結果を提供する。アクションサービス２７２は、また、ＲＡＳ（関連アクションサーバー
）２７６を含み、それは、本明細書で述べられる任意の実施形態による関連アクションサ
ーバーの実施形態を表す。ＲＡＳ２７６は、複合アプリケーション２１０に関連アクショ
ンコンテンツを提供する。一実施形態において、ＲＡＳ２７６は、コンテキストビュー２
１２のコンテンツに影響を及ぼし、それは、複合アプリケーション２１０のコンテキスト
に基づくコンテンツを有する。ＲＡＳ２７６は、検索サービス２７４とともに動作しても
よい。
【００４７】
　図３は、オブジェクトについての関連性情報をアクセスする関連アクションサーバーの
一実施形態のブロック図である。システム３００は、オブジェクト(OBJECT)３１０を含み
、それは本明細書で述べられるデータオブジェクトを表す。オブジェクト３１０は、検索
の主体(subject)であってもよく、または関連アクションコンテンツが提示されるための
作業環境のアクティブデータオブジェクトであってもよい。コンテキスト(CONTEXT)３１
２は、上述したようなコンテキストを表し、それは、オブジェクト３１０について提示さ
れた関連アクションコンテンツに影響を与える。ＲＡＳ３３０は、本明細書で述べられる
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任意の実施形態による関連アクションサーバーであり、オブジェクト３１０に関連する関
連アクションコンテンツを提供する。一実施形態において、ＲＡＳ３３０は、コンテキス
ト３１２に基づき何のコンテンツを選択的に提供するかを決定する。
【００４８】
　オブジェクト３１０は関連メタデータ３２０を含み、それは、関連性情報(REL INFO)３
２２及び／又はオブジェクト識別子(OBJ ID)３２４を含んでもよい。関連性情報３２２は
、関連アクション３２６及び／又は関連オブジェクト(OBJ)３２８に直接的関係を提供す
ることができる。一実施形態において、関連オブジェクトは示されるが、関連アクション
は示されない。関連オブジェクトおよび関係は、何のアクションがオブジェクト３１０に
関連するかをＲＡＳ３３０に示すことができる。オブジェクトＩＤ３２４は、関連性マッ
プ３４０を指示(point)してもよく、それは、企業内、例えば、企業サーバー内、ＲＡＳ
３３０内、または、企業の他の場所に維持されてもよい。
【００４９】
　関連性マップ(RELATEDNESS MAP)３４０に関し、このマップは、１又は２以上の企業デ
ータオブジェクトのためのエンティティを含むと共に関連性情報を提供するルックアップ
テーブルまたはデータベースであってもよい。関連性マップ３４０においてこのような情
報が提供されるオブジェクトは、オブジェクトＩＤ(OBJ ID)３４２によって示されること
ができる。例えば、オブジェクト(OBJ)３１０は、オブジェクト(OBJ)３５２，３５４（図
示なし）と同様に関連性マップ３４０に示されてもよい。各オブジェクト(OBJ)３１０お
よび３５２－３５４は、関連性カラム(REL)３４４に示されるようなアクションまたはオ
ブジェクトに対する関連性を有してもよい。一例として、オブジェクト(OBJ)３１０は、
アクション(ACTION)３２６およびオブジェクト(OBJ)３２８と関連して示され、オブジェ
クト(OBJ)３５２は、アクション(ACTION)３６２，３６６とオブジェクト(OBJ)３６４と関
連して示され、オブジェクト(OBJ)３５４は、アクション(ACTION)３６８と関連して示さ
れる。関連アクションとオブジェクトとの任意の組み合わせが可能である。１又は２以上
の複数の関係が存在してもよい。一実施形態において、関連性マップ３４０は、条件カラ
ム(CONDITION)３４６を含み、それは、関連性カラム(REL)３４４の関係が存在する条件(C
ONDITION)３７２－３７８を示す。条件カラム３４６は、例えば、コンテキストの１又は
２以上の様相(aspect)を示し、その様相の下で、アクションまたはオブジェクト関係が関
連性コンテンツを提供するために使用されてもよい。
【００５０】
　ＲＡＳ３３０は、メタデータ３２０及び／又は関連性マップ３４０をアクセスして、も
しあるとすれば何の関連アクションが利用可能であり、オブジェクト３１０に適用可能で
あるかを判断する。関連アクションは、識別され、オブジェクト消費者によって実施され
ている作業に適用可能である追加のファンクションに対するアクセスを提供するために、
オブジェクト３１０の消費者に提供される。
【００５１】
　図４は、検索アーキテクチャにおける関連アクションサーバーの一実施形態のブロック
図である。システム４００は、ユーザー装置４０２を含み、それは、１又は２以上ののコ
ンテキスト特性を適用する作業環境を含む。例えば、ユーザーデバイス４０２の作業環境
は、ビジネスロール４１２、オブジェクトタイプ４１４、特定のオブジェクト(OBJ)イン
スタンス４１６、オブジェクトに対する関係(REL TO OBJ)インスタンス４１８、コンテキ
スト４２０、ソース４２２を含んでもよい。コンテキスト特性のそれぞれは上述した。簡
単に言えば、ビジネスロール４１２は、組織内の立場または責務を示し、オブジェクトタ
イプ４１４は、関連性情報が得られるところのオブジェクトのタイプまたはクラスを示し
、特定のオブジェクトインスタンス４１６は、オブジェクトの特定のインスタンスの特性
を示し、オブジェクトに対する関係(REL TO OBJ)インスタンスは、ユーザー装置４０２の
ユーザーの関係またはオブジェクトインスタンスに対するユーザー装置４０２の作業環境
を示し（例えば、関係は、別のロールまたはコンテキストで変わる）、コンテキスト４２
０は、ユーザー装置４０２の作業コンテキストを示し、ソース４２２は、検索クエリーが
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生成されるチャネルを示す。
【００５２】
　ユーザー装置４０２は、システム４００の企業における検索クエリーを生成する任意の
タイプの電子装置を表す。ユーザー装置４０２は、例えば、デスクトップコンピュータ、
ラップトップコンピュータ、ＰＤＡ(personal digital assistant)、携帯電話または他の
移動携帯端末などであってもよい。検索クエリーは、電子的に生成され、または、音声イ
ンターフェイスを介して生成される。クエリーは、クエリーエンジン４３０で受信され、
それは、検索インターフェイスを提供し、そのインターフェイスを介してクエリーを受信
する。クエリーエンジン４３０は、そのクエリーをパーサー４４０に渡し、それは、その
クエリーを解析(parse)する。パーサー４４０は、クエリーのスコープ(scope)と、キーと
なる語(key terms)を判断する。一実施形態において、パーサー４４０は、クエリーに応
答して結果を生成するために使用される１又は２以上の利用可能な検索サービスを識別す
る。解析されたクエリー４４２は、検索サービス４５０に渡され、それは、１又は複数の
検索サービス４５２－４５６にクエリーを転送することができる検索コンテナを表す。サ
ービス４５２－４５６は、保存場所(REPOS)４６２－４６６をそれぞれ有してもよい。保
存場所４６２－４６６のうちの１又は２以上は、同一の保存場所であってもよく、または
、保存場所の別々の部分であってもよい。保存場所は、ネットワークエンティティ（例え
ば、インターネット上で利用可能なサービス）であってもよいが、すべてが同一のネット
ワーク上にある必要はない。サービス４５２－４５６は、保存場所４６２－４６６から得
られるコンテンツから結果を生成する。
【００５３】
　一実施形態において、パーサー４４０は、クエリーの解析前または解析後の何れかに、
クエリー４４２を関連アクションサーバー４９０に転送する。関連アクションサーバー４
９０は、検索サービス４５２－４５６と並列に動作してコンテンツを生成することができ
、或るいは、より代表的には、検索サービス４５２－４５６によって生成された結果につ
いてのコンテンツを生成する。一実施形態において、パーサー４４０はクエリーを関連ア
クションサーバー４９０に転送せず、しかし関連アクションサーバー４９０は検索サービ
スコンテナ４５０からクエリーを取得する。
【００５４】
　検索サービスコンテナ４５０は結果４７２を生成し、それは、クエリーを満足する（即
ち、検索アルゴリズムによって決定されるような統計的関係を有する）１又は２以上のア
イテムのコンテンツを表す。コンテンツを有するクエリーの満足および検索アルゴリズム
は、この記載の範囲を超えており、ここではこれ以上説明しない。結果４７２は、フォー
マッター４７０に転送され、それは、表示のために結果コンテンツをフォーマットし編成
(organize)する。関連アクションサーバー４９０は、また、フォーマッター４７０によっ
てフォーマットされるコンテンツを提供してもよい。一実施形態において、フォーマッタ
ー４７０は、表示のために関連アクションサーバー４９０から受信された関連アクション
をクラスタ化する。フォーマッター４７０は、リンクまたはコンテンツにおける他のアク
セスポイントを生成して、関連アクションサーバー４９０によって生成された関連アクシ
ョン及び／又は結果に対するアクセスを提供する。フォーマッター４７０は、関連アクシ
ョンサーバー４９０によってビジュアライザー／レンダラー４８０に提供された任意の関
連アクションコンテンツを含んで、フォーマットされた検索結果を転送し、上記ビジュア
ライザー／レンダラー４８０は、ユーザー装置４０２のディスプレイにフォーマットされ
たコンテンツを提供する。
【００５５】
　図５は、コンテンツに対するリクエストに応答してコンテンツを提供するコンテンツマ
ネージャの一実施形態のブロック図である。システム５００はリクエストジェネレータ５
１０を含む。図４のシステム４００は検索コンテンツに特有のものであった。システム５
００は、検索コンテキストに適用してもよく、また、非検索コンテキスト内からのデータ
オブジェクトに対するアクセスに適用してもよい。リクエストジェネレータ５１０は、従
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って、検索インターフェイスを提供するクエリーエンジンであってもよく、及び／又はリ
クエストジェネレータ５１０は、ユーザー装置のバックグラウンドにおいて動作するアク
ティブエージェントであってもよい。このエージェントは、オブジェクトに対するアクセ
スについてのリクエストが生成され、オブジェクトに関連する関連アクションを識別する
ためのプロセスを起動するときを判断することができる。オブジェクトについてのリクエ
ストは、例えば、オブジェクトを選択することにより生成されることができ、それは、ア
プリケーション内のオブジェクトのインスタンスを生成する。オブジェクトは、アプリケ
ーションのロード時にインスタンス化されてもよい。オブジェクトは、ユーザーによって
作業環境またはアプリケーション内から積極的に選択されるときにインスタンス化されて
もよい。オブジェクトアクセスがリクエストされると、それは、関連アクション判定(a r
elated actions determination)を起動する。
【００５６】
　リクエストジェネレータ５１０は、図４のパーサー４４０の例に該当するパーサー５２
０にリクエストを提供することができ、または、それは、システム５００内の利用可能な
データオブジェクトアクセスメカニズムを表してもよい。パーサー５２０は、リクエスト
５２２をコンテンツマネージャ５３８に提供し、コンテンツマネージャ５３８は、データ
オブジェクトリクエストや検索リクエストなどをマネージおよび編成するコンテナを表し
、結果５４２を提供する。コンテンツマネージャ５３８は、コンテンツサーバー５３０の
一部であり、それは、一般的に、作業環境における表示のためのオブジェクトに関連する
コンテンツの提供、マネージメント、生成に関連する任意のサービスを表す。コンテンツ
サーバー５３０は、サービス５３２を含み、それは、リクエスト５２２が検索リクエスト
である場合の検索サービスを表し、または、リクエスト５２２がデータオブジェクトアク
セスリクエストである場合のデータオブジェクトアクセスサービスを表す。広告サーバー
(AD)５３４は、プロモートまたは広告されたコンテンツまたはサービス（例えば、“その
月の従業員についてのノミネート＜従業員＞”、または、“＜プロバイダ＞からの商品＜
コンポーネント＞”などに対する広告）を提供するサーバーを表す。一実施形態において
、広告サーバー５３４は、関連アクションサーバー５３６に結果を送信するよりも前に、
サービス５３２の結果に関する動作を行う。
【００５７】
　関連アクションサーバー５３６は、何のビジネスアクションが、サーバー５３２によっ
て結果として生成された１又は２以上のオブジェクトに関連するかを判断し、そして、コ
ンテンツマネージャ５３８に関連アクションコンテンツ結果を提供し、コンテンツマネー
ジャ５３８は、サービス５３２、広告サーバー５３４からコンテンツを提供し、及び／又
は、関連アクションサーバー５３６から関連アクションを提供する。フォーマッター５４
０は、結果をフォーマットし、そのフォーマットされた結果をビジュアライザー／レンダ
ラー５５０に渡す。
【００５８】
　ビジュアライザー／レンダラー５５０は、コンテンツ５６２と、広告を含む提示(sugge
stion)であってもよい任意のプロンプト５６４と、関連アクション５６６とを含む視覚化
(visualization)を生成する。
【００５９】
　一実施形態において、システム５００は、コンテキストサービスプロバイダ５７０を含
み、それは、作業環境のコンテキストを決定し、その作業環境のコンテキストからリクエ
ストが受信され、その作業環境のコンテキストに結果が戻され及び／又はその作業環境の
コンテキストに結果が戻され、且つ、コンテキストによって影響されるシステム５００の
エンティティにコンテキストを提供する。例えば、パーサー５２０およびフォーマッター
５４０は、それぞれ、コンテキスト情報に従ってリクエストおよび結果を準備することが
できる。コンテキストサービスプロバイダ５７０は、また、サービス５３２、広告サーバ
ー５３４、関連アクションサーバー５３６に影響を与えるコンテキスト情報を提供する。
一実施形態において、コンテキストサービスプロバイダ５７０は、また、リクエスト／結
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果のコンテキストを知らせる情報を受信してもよい。パーサー５２０、フォーマッター５
４０、サービス５３２、広告サーバー５３４、関連アクションサーバー５３６の何れも情
報をコンテキストサービスプロバイダ５７０に提供することができ、コンテキストサービ
スプロバイダ５７０は、任意の他の個々のエンティティに共有され、または分散されるこ
とができる。
【００６０】
　図６は、関連アクションサーバーの一実施形態のブロック図である。認証エージェント
(authentication agent)６００は、認証エージェント６００の動作を命令する論理ファン
クション制御を実施する制御ロジック６０２、及び／又は認証エージェント６００の動作
の命令に関連するハードウェアを備える。ロジックは、ハードウェアのロジック回路であ
ってもよく、及び／又はソフトウェアルーチンであってもよい。このロジックは、コンピ
ュータ装置のプロセッサ上で実行する命令であってもよい。一実施形態において、認証エ
ージェント６００は、１又は２以上のアプリケーション６０４を含み、それは、命令を制
御ロジック６０２に提供するプログラム及び／又はコードシーケンスを表す。認証エージ
ェント６００は、データ及び／又は命令を格納するためのメモリ６０６、及び／又は、メ
モリ資源６０６に対するアクセスを含む。メモリ６０６は、認証エージェント６００にロ
ーカルなメモリを含んでもよく、のみならず、または、それに代えて、認証エージェント
６００が存在するシステムのメモリを含む。認証エージェント６００は、また、１又は２
以上のインターフェイス６０８を含み、それは、認証エージェント６００の外部のエンテ
ィティ（電子的または人）に関する認証エージェント６００との間のアクセスインターフ
ェイス（入力／出力インターフェイス）を表す。インターフェイス６０８は、それを通じ
て認証エージェントがホストシステムに組み込まれることができるメカニズムを含む。
【００６１】
　認証エージェント６００は、また、認証エンジン(authentication engine)６１０を含
み、それは、認証エージェント６００が認証動作を提供することを可能にする１又は２以
上のファンクションコンポーネントを表す。この認証動作は、ネットワーク上のハードウ
ェアプラットフォームの認証、および上記ハードウェアプラットフォームに対するパーテ
ィションの認証を含む。コンポーネントのファンクションまたは特徴は、オブジェクト識
別器６２０、判定コンテキストモジュール６３０、アクション識別器６４０、アクション
提示器６５０のうちの１又は２以上を含む。各モジュールは、さらに、特定のファンクシ
ョンを提供する他のモジュールを含んでもよい。本明細書では、モジュールは、ルーチン
、サブシステムなどを指し、ハードウェア、ソフトウェア、またはその組合せを問わない
。１又は２以上のモジュールは、ハードウェアとして実施されることができ、その他はソ
フトウェアで実施されることができる。
【００６２】
　オブジェクト識別器６２０は、関連性エンジン６１０が、どのオブジェクトが関連性を
チェックするかを決定することを可能にする。オブジェクト識別器６２０は、検索クエリ
ーを受信することにより、またはオブジェクトをアクセスするリクエストを受信すること
により、オブジェクトを識別するための受信リクエストモジュール６２２を含む。一実施
形態において、オブジェクト識別器６２０は、関連性がチェックされるべき複数のオブジ
ェクトを識別する。
【００６３】
　判定コンテキストモジュール６３０は、関連性エンジン６１０が、識別されたデータオ
ブジェクトに関連するコンテキストを判定することを可能にする。判定コンテキストモジ
ュール６３０は、どの実施においても存在しなくてもよい。或いは、判定コンテキストモ
ジュール６３０は、存在してもよく、選択的に起動されてもよい。即ち、判定コンテキス
トモジュール６３０は、或るオブジェクトアクセスについて起動され、他のものについて
は起動されなくてもよい。判定コンテキストモジュール６３０は、コンテキストサービス
をアクセスしてコンテキスト情報をリクエストしてもよい。コンテキストサービスは、ま
た、リクエストがなくても情報を提供してよい。
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【００６４】
　判定コンテキストモジュール６３０は、この判定コンテキストモジュール６３０がコン
テキストを識別することを可能にする１又は２以上のモジュールまたは識別器を含むこと
ができる。図６に示されたものよりも多くのもの、または少ないものが提供されることが
できる。ロール識別器６３２は、識別されたオブジェクトに関連するビジネスロールを識
別する。ロール情報は、ログイン認証書(credential)及び／又は提供された企業認証によ
って提供されることができる。オブジェクトタイプ識別器６３４は、識別されるオブジェ
クトのタイプまたはクラスを識別する。オブジェクト識別器は、タイプ情報を提供するた
めにリードまたはアクセスされることができるオブジェクトと共に格納されることができ
る。オブジェクトインスタンス識別器６３６は、特定のオブジェクトインスタンスの特性
を識別する。例えば、もしオブジェクトインスタンスが特定の従業員を表せば、オブジェ
クトインスタンス識別器６３６は、また、その特定の従業員に関連するカレンダーをアク
セスして、仕事を引き受ける従業員の利用可能性、または、提示されたアクション及び／
又は特定の情報を有する従業員の必要性を判断する。
【００６５】
　判定コンテキストモジュール６３０は、また、オブジェクトがリクエストされたコンテ
キストを識別する作業コンテキスト識別器６３８を含んでもよい。作業コンテキスト識別
器６３８は、また、オブジェクトが消費されるべきところのコンテキストを識別してもよ
い。作業コンテキストは、コンテキストプロバイダによって提供されることができる。イ
ンターフェイス識別器６３９は、オブジェクト消費者のチャンネルまたはインターフェイ
スを識別する。インターフェイス識別器６３９は、何の特定アクションが、アクセスチャ
ンネルに基づきオブジェクト消費者に利用可能であるかに関する判断を通知することがで
きる。
【００６６】
　アクション識別器６４０は、関連エンジン６１０が、識別されたオブジェクトに関連す
る１又は２以上のアクションを識別することを可能にする。上述したように、関連性情報
は、代表的には、メタデータに格納され、それはオブジェクトと共に格納されたであるこ
とができ、または、関連性情報は、メタデータ保存場所に格納され、または企業の他の場
所に格納される。アクション識別器６４０は、与えられたオブジェクトについての全ての
利用可能なアクションをアクセスすることができ、そして、判定コンテキストモジュール
６３０からのコンテキスト基準に基づきアクションをフィルタリングし、または、アクシ
ョン識別器６４０は、コンテキストパラメータまたは１又は２以上のコンテキストフィル
ターに基づき選択的にアクションをアクセスすることができる。
【００６７】
　アクション提示器(action suggester)６５０は、関連性エンジン６１０がアクションを
提示(suggestion)として提供することを可能にする。アクション提示器６５０は、アクシ
ョン識別器６４０とともに動作し、そして、識別されたアクションをフィルタリングして
、与えられたリクエストに最も関連するアクションを提供してもよい。アクション提示器
６５０は、特に検索コンテキスト内の関連アクションコンテンツを提供するために検索結
果修正器６５２を含んでも良い。前述の事柄と同様に、検索結果修正器６５２は、広告モ
ジュール（図６に示されず）によりコンテンツの付加の後、またはコンテンツの付加の前
に検索クエリーの結果を修正することができる。
【００６８】
　本明細書におけるモジュールまたは識別器の記述、または関連アクションサーバー６０
０の他のコンポーネントの記述は、ハードウェア、ソフトウェア、及び／又はそれらの組
合せを含んでもよいコンポーネントを表す。本明細書で述べられる動作を実行するための
コンポーネントがソフトウェアを含む場合、ソフトウェアデータ、命令、及び／又は構成
は、マシン／電子的な装置／ハードウェアによる製造品を通じて提供されてもよい。製造
品は、命令やデータなどを提供するコンテンツを有するマシン読み取り可能な媒体を含ん
でもよい。コンテンツは、本明細書で述べたような電子装置という結果になってもよく、
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本明細書で述べたような、種々の動作または実行を遂行する。マシン読み取り可能な媒体
は、マシン（例えば、コンピュータ装置、電子装置、電子システム／サブシステムなど）
によってアクセス可能な形式で情報／コンテンツを提供（即ち、格納及び／又は伝送）す
る任意のメカニズムを含む。例えば、マシン読み取り可能な媒体は、再書き込み可能／読
み出し専用の媒体（例えば、ＲＯＭ(Read Only Memory)、ＲＡＭ(Random Access Memory)
、磁気ディスク記録媒体、光記録媒体、フラッシュメモリ装置など）を含む。マシン読み
取り可能な媒体は、さらに、電子装置が動作中であるときに実行される記憶装置にロード
されたコードを有する電子装置を含んでもよい。従って、このようなコードを備えた電子
装置を引き渡す(deliver)ことは、本明細書で述べたようなコンテンツを有する製造品を
提供することとして理解されてもよい。更に、データベースまたは他のメモリ場所上にコ
ードを格納すること、およびそのコードを通信媒体を介してダウンロードするために提供
することは、本明細書で述べたこのようなコンテンツを有する製造品を提供することとし
て理解されてもよい。
【００６９】
　図７は、関連アクションコンテンツを提供するためのプロセスの一実施形態のフロー図
である。種々の動作の説明に関し、本明細書に示されるようなフロー図は、種々の動作の
シーケンスの一例を提供する。特定のシーケンスまたは順序で示されているが、特段の定
めがない限り、動作の順序は修正可能である。従って、示された実施は、例としてのみ理
解されるべきであり、動作は、別の順序で実行されることができ、幾つかの動作は並列に
実行されてもよい。
【００７０】
　関連アクションサーバーは、データオブジェクトについてのリクエストを受信する（７
０２）。このリクエストは、複数のチャンネルの何れかからも受信されることができ、検
索のためのものであることができ、または、他のデータオブジェクトアクセスのためのも
のであることができる。関連アクションサーバーは、リクエストが検索に関連しているか
どうかを判断する（７０４）。もし、リクエストが検索に関連していれば（７１０）、１
又は２以上の検索サービスが識別され（７１２）、そのリクエストは識別されたサービス
に伝送される（７１４）。検索サービスを識別することと、識別されたサーバーにリクエ
ストを送信することは、関連アクションサーバーによって実施されない動作であってもよ
い。もし、リクエストが検索ベースでなければ（７１０）、またはリクエストが、識別さ
れた検索サービスに転送された後に（７１４）、リクエストは関連アクションサーバーに
提供される（７１６）。
【００７１】
　一実施形態において、関連アクションサーバーは、リクエストと関連するコンテキスト
を識別する（７１８）。他の実施形態において、関連アクションサーバーは、単に関連ア
クションを識別するだけであり、コンテキストを識別しない。関連アクションサーバーは
、もしコンテキスト情報が使用されていれば、識別されたコンテキスト内のオブジェクト
に関連する１又は２以上のアクションを識別し、または、もしコンテキスト情報が使用さ
れていなければ、オブジェクトに関連するアクションを単に識別するだけである（７２０
）。
【００７２】
　システムは、リクエストされたオブジェクトを戻し（７２２）、そして関連アクション
サーバーは、識別されたアクションを提示する（７２４）。関連アクションサーバーは、
システムによって生成されたコンテキスト内の提示されたアクションを提供して、リクエ
ストされたオブジェクトを戻す。一実施形態において、関連アクションサーバーは、関連
アクションコンテンツをコンテンツフォーマッターに提供し、それは、データオブジェク
トコンテンツを提供することとは別個のアクションとして関連アクションコンテンツを提
供する。
【００７３】
　本明細書で述べたことに加え、本発明の要旨を逸脱することなく、開示された本発明の
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例は、例示的なものであると解釈されるべきであり、本発明の意味を限定するものではな
い。本発明の範囲は、添付の特許請求の範囲を参照することによってのみ定められるべき
である。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】ランタイム及びデザインタイムコンポーネントを備えたアプリケーションフレー
ムワークの一実施形態のブロック図である。
【図２】複合アプリケーションアーキテクチャの一実施形態のブロック図である。
【図３】オブジェクトについての関連性情報をアクセスする関連アクションサーバーの一
実施形態のブロック図である。
【図４】検索アーキテクチャにおける関連アクションサーバーの一実施形態のブロック図
である。
【図５】コンテンツに対するリクエストに応答してコンテンツを提供するコンテンツマネ
ージャの一実施形態のブロック図である。
【図６】関連アクションサーバーの一実施形態のブロック図である。
【図７】関連アクションコンテンツを提供するためのプロセスの一実施形態のフロー図で
ある。
【符号の説明】
【００７５】
　１００　複合アプリケーションフレームワーク
　１０２　デザインタイムコンポーネント
　１０４　ランタイムコンポーネント
　１０６　メタデータ
　１８０　企業ベースシステム
　１９０　関連アクションサーバ
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